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第十八号 武　蔵　一　宮 （２）

　
八
月
一
日
の
例
祭
で
は
勅
使
奉
迎
の
た
め
、
各
町
内
の

山
車
や
神
輿
、約
四
十
基
が
三
の
鳥
居
内
に
参
集
し
ま
す
。

参
集
に
あ
た
っ
て
は
例
年
、
埼
玉
県
警
の
警
備
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
護
の
た
め
、

警
察
署
員
の
派
遣
が
不
可
能
な
事
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
終
息
し
な
い
事
か
ら
山
車
神
輿
の
参
集
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
拡
大
に
よ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
本
年
に
延
期
し
た
事
と
、
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
本
年
も
山
車
・
神
輿
の
参
集
は
中

止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

勅
使
奉
迎
の
役
目
を
終
え
た
後
に
は
各
町
内
を
、
あ

る
い
は
中
山
道
ま
つ
り
の
揃
い
渡
御
・
巡
行
な
ど
大
い
に

賑
う
山
車
・
神
輿
。

　

来
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
大
宮
の
夏
が
例
年

通
り
の
賑
い
を
取
り
戻
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

待
ち
遠
し
い
祭
り
の
声　

音　

活
気

　
東
京
で
の
二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
な
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
が
、
一
年
越
し
の
思
い
を
乗
せ

て
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
月
二
十
五
日
に
福
島

か
ら
出
発
し
た
聖
火
リ
レ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
増
減
の
波
の
中
で
、
コ
ー
ス
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
な
が
ら
も
埼
玉
県
ま
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
初
日
で
あ
る
七
月
六
日
に
、
川
口
市
か
ら
県

南
の
各
市
を
通
り
所
沢
市
ま
で
、
二
日
目
の
七
日
に
、

草
加
市
、
秩
父
市
、
春
日
部
市
な
ど
東
西
を
横
断
す

る
コ
ー
ス
で
熊
谷
市
ま
で
、
三
日
目
の
八
日
に
川
越
市

を
出
発
し
県
の
中
央
部
の
各
市
町
を
通
り
さ
い
た
ま

市
に
聖
火
が
運
ば
れ
、
当
社
の
本
殿
前
か
ら
さ
い
た
ま

新
都
心
公
園
で
ゴ
ー
ル
と
な
り
東
京
都
に
引
き
継
が

れ
る
予
定
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、四
月
二
十
日
よ
り
適
用
さ
れ
た「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
等
に
基
づ
く
協
力
要
請
」
が

八
月
二
十
二
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
さ
い
た

ま
市
と
川
口
市
で
は
公
道
リ
レ
ー
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
の
十
七
日
間
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
八
月
二
十
四
日

か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
十
三
日
間
、
一
都
一
道
七
県
の

各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
我
が
国
の
選
手
の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ

り
も
ま
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
安
全
に
、
感
染
症
が
再
拡

大
す
る
事
無
く
行
わ
れ
る
事
を
心
よ
り
お
祈
り
を
致

し
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夏

昭和40年代

平成９年

平成２年

昭和50年代

平成15年

平成20年

平成29年

令和元年

平成25年



第十八号武　蔵　一　宮（３）

鎮花祭大祓式

橋上祭神楽

採物

氷
川
神
社
の
神
楽
②

　
四
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日
　
神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
五
日
～
七
日
　
鎮
花
祭

　
　
　
　
九
日
　
埼
玉
県
護
国
神
社
例
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
山
）

　
　
二
十
九
日
　
昭
和
祭

　
五
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日
　
祝
子
祭

　
　
　
　
九
日
　
御
鎮
座
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
葉
桜
）

　
　
二
十
一
日
　
道
饗
祭

　
六
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日
　
粽
神
事

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
夏
木
立
）

　
　
　
三
十
日
　
大
祓
式

　
　
　
茅
の
輪
設
置
期
間
　

　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
～
七
月
十
一
日

　

当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

　
橋
上
祭
に
行
わ
れ
る
神
楽
は
、天
保
四
年（
一
八
三
三
）の『
氷
川
大
宮
大
々
神
楽
式
』

に
、「
三
座
の
一
に
は
天て
ん
ち
ょ
う
ち
き
ゅ
う
り
く
ご
う
け
ん
ご

長
地
久
六
合
堅
固
と
い
ふ
幣み
て
ぐ
ら
ま
い舞

な
り　
二
に
は
神し
ん

劔け
ん

三さ
ん

段だ
ん

真ま
な

井い

三さ
ん

處し
ょ
と
い
ふ
劔つ
る
ぎ
ま
い舞
な
り　
三
に
は
八や

潮し
お

道じ

阿あ

南な

佐さ

夜や

気け

と
い
ふ
扇お
う
ぎ
ま
い舞
な
り
」
と
あ

り
ま
す
。

　
前
号
に
記
載
の
通
り
、
江
戸
期
に
行
わ
れ
て
い
た
神
楽
は
伝
承
が
途
絶
え
、
現
在

は
江
戸
里
神
楽
の
流
れ
を
汲
む
大
成
三
丁
目
囃
子
連
が
神
楽
を
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

　
三
月
の
郷さ
と
か
ぐ
ら
さ
い

神
楽
祭
、
八
月
の
橋
上
祭
、
十
一
月
の
新
嘗
祭
で
舞
わ
れ
る
舞
は
「
禊み
そ
ぎ

の
舞
」
と
も
い
い
、
明
治
以
降
始
ま
っ
た
も
の
で
、
左
手
に
幣
・
榊
・
剣
の
三
種
の

採と
り

物も
の
を
順
に
持
ち
、
右
手
に
鈴
を
持
っ
て
舞
い
ま
す
。
幣
や
榊
は
も
と
も
と
神
事
に

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、神
の
依よ
り

代し
ろ

と
し
て
、ま
た
祓は
ら
え

の
要
素
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。

鈴
は
、
神
楽
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
囃
子
と
響
き
合
う
華
や
か
な
音
楽
要
素
だ
け

で
な
く
、
神
を
呼
び
お
ろ
す
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。



武　蔵　一　宮 （４）第十八号
　
四
月
四
日
午
後
二
時
、
大
宮
剣
道

連
盟
中
村
好
一
会
長
他
演
武
者
が
正

式
参
拝
並
び
に
形
の
奉
納
を
行
い
ま

し
た
。
本
年
は
打
太
刀
教
士
七
段
前

川
善
行
様
、
仕
太
刀
教
士
七
段
大
江

原
博
臣
様
に
よ
る
日
本
剣
道
形
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
よ
り

現
代
剣
道
の
基
礎
を
築
き
「
昭
和
の

剣
聖
」
と
称
さ
れ
た
高
野
佐
三
郎
先

生
御
臨
席
の
も
と
、
境
内
で
剣
道
大

　
四
月
七
日
神
楽
殿
に
て
大
成
三
丁

目
囃
子
連
に
よ
る
、
里
神
楽
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

五
月
八
日
よ
り
特
別
紙
朱
印
「
ほ

た
る
」
の
授
与
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

大
宮
剣
道
連
盟
奉
納
演
武

大
成
神
楽
奉
納

ひ
ょ
う
た
ん
池
清
掃
奉
仕

小
笠
原
教
場
百
々
手
式

特
別
紙
朱
印「
ほ
た
る
」

社
頭
往
来

　
五
月
八
日
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原

教
場
三
十
一
世
宗
家
小
笠
原
清
忠
様

主
催
の
、
蟇ひ
き

目め

の
儀ぎ

並
び
に
百も

も々

手て

式し
き

が
小
笠
原
教
場
会
員
約
三
十
名
に

よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
二
日
、
氷
川
ほ
た
る
の
会

会
員
に
よ
り
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
清
掃

奉
仕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
大
宮
武
道
館
で
大
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。



武　蔵　一　宮（５） 第十八号

　
五
月
二
十
八
日
七
時
よ
り
舞
殿
に

て
、
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光

国
際
協
会
主
催
の
大
宮
薪
能
の
奉
納

並
び
に
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
薪
能
は
テ
レ
ビ
埼
玉
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
十
二
日
ま
で

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
テ
レ
ビ
埼

玉
及
び
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
、
無
料
で
観
賞
す

る
事
が
可
能
で
す
。

　
　
　
奉
納
演
目

　
素
謡（
金
春
流
）翁　
　
金
春
憲
和

　

  

能 （
金
春
流
）羽
衣　
本
田
光
洋

　
五
月
二
十
八
日
、正
式
参
拝
の
後
、

新
宿
調
理
師
専
門
学
校
の
方
々
に
よ

り
庖ほ
う

仙せ
ん

碑ひ

の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
を
改
め
て
再
度
清

掃
、
六
月
二
十
五
日
に
は
胡ご

粉ふ
ん

の
塗

り
直
し
も
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
六
月
一
日
よ
り
六
月
二
十
三
日
ま

で
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
に
て
埼

　
五
月
三
十
日
午
前
十
時
、
裏
千
家

淡
交
会
埼
玉
県
支
部
に
よ
る
献
茶
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
神
水
で

湯
を
沸
か
し
、
御
家
元
名
代
伊
住
禮

次
朗
様
の
御
奉
仕
に
て
神
前
に
濃

茶
、
薄
茶
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
今
般
は
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
の
第

二
女
子
で
あ
る
千
容
子
家
元
夫
人
の

御
臨
席
も
賜
り
ま
し
た
。

埼
玉
百
五
十
周
年
記
念
展

裏
千
家
献
茶
式

薪
能
奉
納

庖
仙
碑
清
掃
奉
仕

玉
百
五
十
周
年
記
念
展
『
埼
玉
の
美

術
史
１
８
７
１
‐
１
９
６
０
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
か
ら
も
浦
和

画
家
の
一
人
で
、
浦
和
中
学
校
の
美

術
教
師
で
あ
っ
た
福
宿
光
雄（
雅
号

福
宿
一
穂
）が
昭
和
十
二
年
に
行
わ

れ
た
仮
殿
遷
座
祭
の
様
子
を
描
い
た

『
仮
殿
遷
座
祭
絵
巻
』
上
下
巻
を
貸

し
出
し
展
示
致
し
ま
し
た
。



武　蔵　一　宮 （６）第十八号
　
六
月
五
日
十
八
時
よ
り
、
舞
殿
に

て
蛍
放
生
祭
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
氷
川
ほ
た
る
の
会
会
員
に
よ
り

神
池
の
西
側
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
約

八
百
匹
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
蛍
放
生
を
記
念
し
画
家
の

は
せ
が
わ
い
さ
お
様
よ
り
「
氷
川
の

神
螢
」
の
絵
画
を
御
奉
納
頂
き
ま
し

た
。

　
六
月
五
日
よ
り
特
別
紙
朱
印
「
茅

の
輪
く
ぐ
り
」
の
授
与
を
開
始
致
し

ま
し
た
。

　
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
二
日
ま

で
例
年
、
大
祓
式
に
合
わ
せ
展
示
さ

れ
る
書
元
会
に
よ
る
書
道
の
廻
廊
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
小
学

一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
会

員
の
作
品
で
「
し
ろ
」、「
げ
ん
き
」、

「
あ
い
さ
つ
」、「
手
を
う
つ
」、「
明

る
い
心
」、「
神
社
の
池
」、「
並
木
参

道
」、「
神
話
伝
説
」
が
兼
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
六
月
十
九
日
よ
り
茅
の
輪
設
置
に

あ
わ
せ
、
茅
の
輪
守
の
授
与
を
開
始

致
し
ま
し
た
。

蛍
放
生
祭

特
別
紙
朱
印「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

夏
越
大
祓
授
与
品

茅の輪守（小）

茅の輪守（大）



武　蔵　一　宮（７） 第十八号

　

こ
の
度
、
有
限
会
社
大
成
造

園
様
よ
り
牡
丹
の
奉
納
を
頂
き

ま
し
た
。

　

御
篤
志
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

四
月
の
奉
納
献
華

六
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花
正風流一光会　桐生一光

（
敬
称
略
）

四
月
　
四
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
　
　
　
　
　
大
宮
剣
道
連
盟

　
　
十
一
日
　
大
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
三
日
　
北
足
立
郡
市
総
代
会

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
監
査
会

　
二
十
一
日
　
太
宰
府
天
満
宮
宮
司

　
二
十
二
日
　
ミ
セ
ス
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
１

　
　
　
　
　
　
埼
玉
大
会

　
二
十
七
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
総
会

　
　
　
　
　
　
氷
川
ほ
た
る
の
会

　
二
十
八
日
　
氷
川
神
社
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
婦
人
会
総
会

五
月
　
八
日
　
小
笠
原
教
場

　
　
十
五
日
　
氏
子
青
年
会
監
査
会

　
　
十
六
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
八
日
　
監
査
会

　
　
十
八
日
　
幡
ヶ
谷
氷
川
神
社
宮
司

　
　
二
十
日
　
ミ
ロ
ク
塾

　
二
十
一
日
　
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会

　
二
十
二
日
　
如
月
会

　
二
十
六
日
　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
二
十
八
日
　
大
宮
薪
能

　
　
　
　
　
　
新
宿
調
理
師
専
門
学
校

　
二
十
九
日
　
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

六
月
　
一
日
　
氷
川
ほ
た
る
の
会

　
　
　
四
日
　
㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
埼
玉・東
日
本

　
　
二
十
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
五
日
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　

参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御

篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
道

清
掃
の
お
申
し
出
、
お
問
い
合
わ
せ

は
社
務
所
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

阿
含
宗
埼
玉
道
場

大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

　
来
る
令
和
四
年
正
月
に
神
職
・
巫
女
を
補
佐
す
る
臨
時
職
員
と
し
て
、
御
奉

仕
頂
け
る
男
女
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
一
、
期
間　
　
大
晦
日
～
一
月
三
日
、
四
日
～
七
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
以
降
一
月
中
の
土
日
な
ど
複
数
の
枠
が
あ
り
ま
す

　
　
一
、
人
数　
　
男
子　
約　
三
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子　
約
一
五
〇
名

　
八
月
二
十
二
日（
日
）に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
神
社
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
五
月
は
社
会
情
勢
に
鑑
み
中
止
致
し
ま
し
た

令
和
四
年
正
月
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）募
集
に
つ
い
て

牡
丹
奉
納

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩
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二
の
鳥
居　

耐
震
検
査

　
清
祓
い
の
後
、
ま
ず
足
場
を
組
み
、
鳥
居
の
袴（
根
巻
）

鉄
板
部
分
を
剥
が
し
調
査
、
部
分
斫は
つ

り
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
道
中
ほ
ど
の
二
の
鳥
居
は
明
治
神
宮
の
大
鳥
居
を

譲
り
受
け
、昭
和
五
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
建
立
か
ら
四
十
年
以
上
が
経
過
し
た
事
も
あ
り
、
こ

の
度
、
耐
震
検
査（
五
月
十
一
日
～
六
月
三
日
）を
実
施

致
し
ま
し
た
。

足場が組まれた二の鳥居

5月3日　清祓い

屋根部分

袴鉄板部分を剥がし調査

内部調査

台
湾
産
檜
の
大
鳥
居

　
大
正
九
年
に
明
治
神
宮
に
創
建
さ

れ
た
、
こ
の
大
鳥
居
の
材
木
は
台
湾

産
の
檜（
ヒ
ノ
キ
）で
す
。
明
治
神
宮

御
造
営
の
時
に
台
湾
総
督
府
よ
り
献

木
さ
れ
た
も
の
で
、
台
湾
阿
里
山

（
ア
ー
リ
ー
シ
ャ
ン
）の
西
腹
よ
り
伐

採
さ
れ
、
樹
齢
は
一
二
〇
〇
年
以
上

に
達
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
雷
が
落
ち
破
損
し
た
事
で
、
建
て

替
え
と
な
り
、
御
縁
に
よ
っ
て
当
社

の
第
二
鳥
居
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
明
治
神
宮
の
大
鳥
居
は
、

東
京
の
材
木
商
か
ら
献
木
が
さ
れ
た

二
代
目
で
、
創
建
時
と
同
様
に
台
湾

産
の
檜
で
建
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。明治神宮時代の大鳥居
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古
絵
葉
書
に
見
る
二
の
鳥
居

　
第
二
鳥
居
は
昭
和
五
十
一
年
三
月
四

日
に
現
在
の
場
所
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
五
時
、
二
台
の
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
に
分
載
さ
れ
て
東
京
を
出
発
し
、

午
前
八
時
過
ぎ
に
無
事
、大
宮
に
到
着
、

大
型
ク
レ
ー
ン
車
な
ど
を
用
い
、
約

十
一
時
間
か
け
組
立
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
明
治
神
宮
に
あ
っ
た
際
に
は
、
素
木

の
ま
ま
で
し
た
が
、
当
社
の
他
の
鳥
居

に
合
わ
せ
一
ヶ
月
か
け
て
、
朱
の
鳥
居

と
な
り
ま
し
た
。

　
竣
功
式
は
四
月
五
日
に
行
わ
れ
て
お

り
、
く
ぐ
り
初
め
で
は
、
東
角
井
光
臣

宮
司
や
秦
大
宮
市
長
に
続
い
て
、
大
宮

と
び
職
組
合
の
組
合
員
四
十
人
に
よ
る

木
遣
り
纏
振
り
行
進
や
大
宮
観
光
協
会

青
年
部
の
む
さ
し
の
太
鼓
な
ど
賑
や
か

な
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
十
六
日
に
は
明
治
神
宮
よ
り
、

伊
達
宮
司
は
じ
め
髙
澤
・
福
島
・
副
島

権
宮
司
と
技
師
な
ど
七
名
で
御
来
社
頂

き
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
は
、
か
つ
て
の
参
道
の
主
役

で
あ
っ
た
松
や
杉
の
姿
は
無
く
現
在
に

つ
な
が
る
ケ
ヤ
キ
の
若
い
枝
ぶ
り
が
見

て
と
れ
ま
す
。

　
古
絵
葉
書
集
「
氷
川
の
杜
を
訪

ね
て
」に
は
時
代
の
転
換
期
で
あ
っ

た
、
明
治
末
か
ら
昭
和
中
頃
ま
で

の
氷
川
の
杜
の
原
風
景
を
載
せ
た

絵
葉
書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
現
在
の
様
子
か
ら
は

想
像
も
つ
か
な
い
参
道
や
、
勅
祭

社
と
し
て
威
容
を
整
え
て
い
く
神

社
の
姿
と
と
も
に
か
つ
て
の
二
の

鳥
居
の
姿
も
見
る
事
が
出
来
ま

す
。
貴
重
な
史
料
と
し
て
是
非
、

御
一
読
頂
き
た
い
書
籍
で
す
。

明
治
末
の
二
の
鳥
居（
手
彩
色
）
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氷川神社
埼玉県

東京都

神奈川県

荒川

多摩川

元荒川

芝川

氷
川
神
社
の
分
布

　
全
国
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
。
そ
の
多
く
は
旧
武
蔵
国
で
あ
る
埼
玉
県
と
東
京
都
に
集
中
し
て
お
り
、
東
は
元
荒
川
・
綾
瀬
川
、
西
は
多
摩
川
を
限
界
と
し
て
荒
川

水
系
に
分
布
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
武
蔵
国
二
十
二
郡
の
中
で
は
、
足
立
郡
が
最
も
多
く
、
入
間
・
比
企
・
多
摩
郡
に
も
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
社
が
奈
良
時
代
に
起
き
た
藤
原
仲
麻
呂

の
乱
鎮
圧
に
活
躍
し
た
丈
部
直
不
破
麻
呂
を
は
じ
め
と
す
る
足
立
郡
司
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
洪
水
の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
た
地
域
の
人
々
が
、
水
神
で
あ
る
氷
川
神
社
を
祀
り
治
水
の
御
利
益
を
祈
っ
た
事
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
進
ん
だ
神
仏
習
合
と
修
験
者
の
活
動
に
よ
り
拡
が
っ
た
氷
川
信
仰
、
武
蔵
武
士
の
台
頭
な
ど
で
各
地
に
氷
川
神
社
が
祀
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
殿
の
北
西
に
は
蛇じ
ゃ

の
池
が
あ
り
ま
す
。
今
な
お
、
湧
き
出
て
神か

み

池い
け

へ
と
注
ぐ
清

水
は
、
当
社
の
原
初
の
姿
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
氷
川
神
社
の
社
名
の
由
来
は
二
説
あ
り
、
一
つ
は
古
語
で
霊
験
あ
ら
た
か
な
泉
を

表
す
氷
川
が
社
名
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
氷
川
大
宮
縁
起
」
や
『
風
土
記
稿
』
に
、
出
雲
の
国
の

杵き
づ
き
の
お
お
や
し
ろ・
き
づ
き
た
い
し
ゃ

築
大
社（
出
雲
大
社
）を
遷
し
て
氷
川
神
社
の
神
号
を
賜
る
と
伝
わ
る
と
あ
る
事

か
ら
、出
雲
の
大
河
で
あ
る
斐ひ

伊い

川か
わ（
簸
川
、肥
河
と
も
）に
ち
な
む
と
い
う
も
の
で
す
。

氷
川
神
社
の
社
名
の
由
来

写真協力：公益社団法人　島根県観光連盟

斐伊川
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氷
川
神
社　

分
社
紹
介

　
全
国
に
は
氷
川
神
社
の
分
社
が
約
二
八
〇
社
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
旧
武
蔵
国
で
あ
る
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
の
一
部
に
鎮
座
し
て
お
り
ま
す
。

前
号
で
は
本
殿
を
移
築
し
た
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
か
つ
て
先
代
の
東
⻆
井
光
臣
宮
司
が
扁
額
を
揮
毫
し
た
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

鎮
守　

氷
川
神
社

川
口
市
青
木
五 ‒
一
八 ‒ 

四
八

鳩
ケ
谷　

氷
川
神
社

川
口
市
鳩
ケ
谷
本
町
一‒ 

六 ‒ 

二

赤
塚　

氷
川
神
社

東
京
都
板
橋
区
赤
塚
四 ‒ 

二
二 ‒ 

一

川
口
神
社 （
明
治
四
十
二
年
改
称
）

川
口
市
金
山
町
六 ‒ 

十
五
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第
十
九
号
は
十
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

　5月11日、本年もカルガモの親子が神社を訪れました。
インスタグラムに投稿したところ、愛らしい姿に多くの

「いいね！」を頂きました。年中行事のお知らせ、特別紙
朱印の他、最新の御案内はホームページ、インスタグラム、
ツイッターなどで行っております。

七
五
三
授
与
品
九
月
一
日
開
始

　
七
五
三
詣
の
御
祈
祷
の
際
に
は
左
の
写
真

の
物
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。
御
祈
祷
に
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
七
五
三
セ
ッ
ト
プ
ラ

ン
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

婚
礼
展
示
会
の
御
案
内

　
左
記
の
日
程
で
婚
礼
展
示
会
を

開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
御
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

　
日
程　
九
月
二
十
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
会
場　
氷
川
神
社　
呉
竹
荘

　
会
費
・
予
約　
不
要

※
婚
礼
時
の
感
染
症
対
策
、
人
数

の
御
相
談
な
ど
結
婚
式
御
用
部
は

休
み
な
く
開
い
て
お
り
ま
す
。（
午

前
九
時
～
午
後
四
時
）

お
問
い
合
わ
せ

〇
四
八
‐
六
四
一
‐
〇
一
三
七

三万円以上お納めの方は、御札が特大祈祷札（氏名入り）になり
一万円セットの他に•神

しん
話
わ
カレンダー•御

お
神
み
酒
き
•御
ぎょ
饌
せん
•神
かぐ
楽
ら
土
ど
鈴
れい
がつきます。


